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現地ほ場では、ヒメハナカメムシ類、クサカゲロウ類、テントウムシ類が、アブラムシ類の寄生密度が低い時期
から発生しており、これらをほ場やほ場周辺に定着させることがアブラムシ類の密度抑制に重要であると考えら
れた。

発生が見られた土着天敵は、ヒメハナカメムシ類、クサカゲロウ類、寄生蜂類、テントウムシ類、ショクガタマバ
エ、ヒラタアブ類などであった。

所内では、定植後アブラムシ類（ワタアブラムシ主体）が徐々に増加し７月上旬に発生ピークとなった。その後
は、土着天敵の発生により減少した。

二本松市現地ほ場では、土着天敵の発生が早くから見られ、アブラムシ類（ワタアブラムシ主体）は比較的低密
度で推移し、急激な密度上昇は見られなかった。
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　夏秋期の露地キュウリ栽培において、アブラムシ類およびその土着天敵の発生を調査し、土着天敵によるアブラム
シ類の抑制効果を検討した。

土着天敵で夏秋キュウリのアブラムシ類の抑制する
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